


 

 
☆困ったときは相談電話 こんな相談があります☆ 

 
① 断酒の患者さんと節酒の患者さんに対する関わり方で変えている部分があったら知

りたいです。 
② アルコール治療開始のタイミングについての質問です。本人の希望に反して入院さ

れていて、本人の動機付けが不十分で、しかし家族や医療者は治療を進めたい場合、
いつが治療開始に望ましいのでしょうか。これまで仕事への影響がなかった方が治
療を開始することで、失業する可能性がある場合に悩みます。断酒の患者さんと節
酒の患者さんに対する関わり方で変えている部分があったら知りたいです。 

③ 患者さんから「仕事を始めたい」「復職したい」「就労支援をしてほしい」との要望が
ある場合、アルコールをやめていない人に対してどのようなアドバイスをしたらい
いですか。 

④ 刑務所で、ギャンブルに依存傾向が強い高齢者の方がいます。年金や生活保護費を
ギャンブルに使って、窃盗をするというケースもあります。高齢者へのアプローチ
の方法はありますか。 

⑤ 知的障害のギャンブル依存の方の対応で、特に気を付けなければならないこと、有
効なことがありましたらご教示お願い致します。 

⑥ 産業保健の場では、家族のいない方が職場で少しずつおかしくなって産業医に相談
が来るケースが多いです。家族がいない、頼れる人がいない、受診を拒否している
社員さんへのアプローチで会社側は何ができますか。 

⑦ 病気の自覚がない方、関心がない方に対しての声掛けや対応の仕方に多々困ること
があります。正解はないと思いますが、ヒントをいただけたらと思います。 

⑧ 開放病棟で、退院支援をしていますが、地域の支援者から依存症に対する理解を得
られず苦労することが多いです。患者さんに対して「あなたは信用がないのですよ」
と言う方もいます。私から問題なく過ごせていることは細かく伝えますが、「それは
入院中だったからです」と言われてしまうこともありました。このような場合、ど
のような対応、説得が有効なのでしょうか。 

⑨ 依存症の方を対象とした訪問看護に果たしてほしい役割として、服薬確認や症状の
観察以外で何かありますか。また、アルコール依存症の人が訪問の際、飲酒してい
た場合、どのように対応するのが良いですか。 

⑩ 司法福祉分野では現在、少年非行での大麻の敷居がとても低く常習化しているケー
スが多数見られます。少年院でも薬物教育はされていますが、知的制約を有する少
年も多く、対応に苦慮しています。そうした少年たちへの薬物弊害の理解促進のた
めのアドバイスをお願いします。 

 


	支援者のための依存症専門相談チラシ
	専門相談チラシ どんな時に使えば良い�の？.pdf

